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第Ⅰａ層（第1層）：第111図 

第111図1～4：口縁部破片である。文様構成は明らかではない。4には斜位の橋状把手が口

縁

 

 

第 112 図 1：頸部がゆるやかに外反し、口縁部が肥厚して外傾する器形である。胴部は膨ん

でいる。頸部に文様が施され、連続山形文が押引き文によって構成されている｡ 

第 112 図 2：頸部が「く」字状にくびれ、口縁部は肥厚して外傾し、胴上部は膨んで、円筒

状の胴下部に接続している。山形突起には円形の盲孔が付され､頸部を半截竹管による横位平行

沈線文がめぐっている。底面には木葉痕が残されている｡ 

第 113 図 3：胴部から口縁部にむかって直線的に外傾する器形である。口縁部は複合口縁状

を呈している。底面には木葉痕がわずかに残されている｡ 

第113図4：鉢形土器である。口縁部は連続して、三角形の彫去が施されている。 

第113図1：胴部から口縁部にかけてゆるやかに外反し、口縁部は複合口縁状を呈している。

口縁部下端には縦位刻目文が連続して施されている｡ 

第114図2：胴部破片である。半截竹管による平行沈線文が格子目状に施されている｡ 

第114図3：胴部から口縁部にかけてゆるやかに内弯しながら外傾する器形である。口縁部 

部に配されている｡ 

ＣＰ86区 

第Ⅴｃ層（第7層）：第112図～第114図 
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には、横位の隆線文が3段貼付され、縦位の刻目文が加えられている｡ 

第 114 図 4～6：文様意匠の施されない土器である。4～5 は口縁部に無文帯が設けられてい

る｡ 

 

第Ⅴｂ層（第6層）：第115図～第116図 

第115 図1：口頸部が外反し、胴部が膨む器形である。口縁部には6単位の方形貼付文が付

されその間に連続山形文が押圧縄文によって施されている。頸部隆帯上には、斜位刻目文が連

続して施されている｡ 

第115図2～3：頸部がゆるやかに外反し、口縁部が肥厚して外傾する器形と思われる。2は

口縁部に鋸歯状沈線文、頸部に半截竹管による横位平行沈線文が施されている｡ 

第 116 図 1：頸部がゆるやかに外反し、口縁部が肥厚して外傾する器形である。四波状を呈

し、波頂部に盲孔が配され、口縁部下端には連続刺突文が施されている｡ 

第116図2～3：文様意匠の施されない土器である｡ 

 

第Ⅴａ層（第5層）：第117図～第118図 

第117図1～2：頸部がゆるやかに外反し、口縁部が肥厚して外傾する器形である。1は波頂

部に円形の貼付文・沈線文が施され、2 の口縁部には弧状の沈線文が描かれている。頸部は、

ともに半截竹管文によって文様が施されている。 

第117図3：口縁部が内弯する器形である。口縁部には山形状沈線文が描かれている。 

第117図4：口頸部はゆるやかに外反している。胴部に縄文が施されている。 

第 117 図 5：胴部破片である。隆線文、沈線文、交互刺突文が施されている。文様構成は明

らかではない｡ 

第118図1：頸部がゆるやかに外反し、口縁部が肥厚して外傾し、胴下部が膨む器形である。

口縁部は四波状を呈し、波頂部に円形の盲孔が配され、その間を弧状沈線文が施されている。

頸部には半截竹管による横位平行沈線文、縦位貼付文が施されている｡ 

 

第Ⅲｂ層（第4層）：第119図～第120図 

第119図1：胴部から口縁部にむかって直線的に外傾する器形である。無文｡ 

第 120 図 1：頸部がつよくくびれ、口縁部が内弯しながら外傾する器形と思われる。山形状

の沈線文と渦巻文が施されている｡ 

第 120 図 2：胴部から口縁部にかけて直線的に外傾する器形と思われる。半截竹管による平

行沈線文が施されている｡ 
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第120図3～4：頸部が「く」字状にくびれ、胴部が膨む器形である。半截竹管による平行沈

線文・連続刺突文によって連続山形文・渦巻文が構成されている｡ 

第120図5～6：口縁部破片である。5の口縁部下端には半截竹管による刺突文が連続して施

されている｡ 

第120図7：口縁部破片である。横位平行沈線文が施されている｡ 

第120図8：頸部が「く」字状にゆるくくびれ､口縁部は短く外傾し、胴部が膨む器形である。

「Ｃ」字状の突起が口縁上端にひとつ配されている。胴部は4単位の懸垂沈線文によって区画

され、その間に相対する弧状沈線文､「Ｙ」字状沈線文が施されている。頸部には4つの円形貼

付文が付されている｡ 

第 120 図 9：頸部がゆるい「く」字状にくびれる器形である。口縁部には区画沈線文が施さ

れている｡ 

第120図10～11：文様意匠が施されない土器である｡ 

 

第Ⅲａ層（第2層）：第121図 

第121図1：口頸部破片である。口縁に沿う平行沈線文と横位平行沈線文が施されている｡ 

第121図2～3：胴底部破片である。3は胴下部にくびれ部をもっている。 

第121図4～9：文様意匠の施されない土器である。頸部がゆるい「く」字状にくびれる器形

である。7の頸部には楕円形貼付文が付されている｡ 

 

第Ⅱｂ層（第1層）：第122図 

第122図1：胴部破片である。懸垂隆線文が施されている｡ 

第122図2：頸部が「く」字状にくびれ､口縁部が内弯しながら外傾する器形である。口縁部

は四波状を呈し、渦巻文・連弧文が沈線文によって施されている｡ 
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ＣＱ86区 

 

第Ⅴａ層（第2層）：第123図 

第123図1：頸部がゆるやかに外反し、口縁部が肥厚して外傾する器形である。円形貼付文、

細い粘土紐貼付文によって文様が構成されている。 

第123図2～3：頸部破片である。半截竹管による横位平行沈線文が施されている。 

 

第Ⅴ´層（第1層）：第124図 

第124図1：頸部破片である。半截竹管による横位平行沈線文が施されている。 

第124図2：胴部破片である。半截竹管による山形状平行沈線文が施されている｡ 

第124図3～4：頸部がゆるやかに外反する器形である。文様意匠は施されていない。 

第124図5：胴部から口縁部にかけて直線的に外傾する器形である。口縁部は四波状を呈し、

凸帯状に肥厚し、波頂部には貫通孔が配されている。渦巻文・弧状文が沈線文によって施され、

三角形の彫去が連続施文されている｡ 

第124図5～7：口縁部破片である。横位平行押圧縄文が施されている｡ 

第124図8：口縁部は複合口縁状を呈している。文様意匠は施されていない｡ 

 

（4）87 列（ＣＬ87 区･ＣＭ87 区･ＣＮ87 区･ＣＯ87 区･ＣＰ87 区･

ＣＱ87区） 

ＣＬ87区 

 

第Ⅱ層上面（第6層上面）：第125図 

第125図1：頸部が「く」字状にくびれ､口縁部が短く外傾し、胴部が膨む器形である。口縁

部上端には、「Ｓ」字状を呈する突起が付され、突起下には楕円形貼付文がひとつ配されてい

る。口縁部には横位平行押圧縄文が施されている｡ 

第125図2：口縁部破片である。連続山形状を呈する隆線文か施されている｡ 

第125図3：口縁部は複合口縁状を呈している｡ 

 

第Ⅰｄ層（第5層）：第126図～第127図 

第126図1：口縁部が複合口縁状を呈し､胴部がゆるやかに膨む器形である。胴部には縄文が

施文されている｡ 

第127図1～3：口縁部破片である。口縁部に、1は弧状隆線文・押圧縄文、2は横位平行沈 
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線文、3は連弧状貼付文、連弧状押圧縄文、横位平行押圧縄文が施されている｡ 

第127図4：胴底部資料である。胴部には懸垂沈線文が描かれている｡ 

 

第Ⅰｃ層（第4層）：第128図 

第128図1：頸部でゆるやかに外反し､口縁部は内弯気味に外傾する器形である。口縁は山形

状の四波状縁である。口縁部上端には連弧状貼付文、刻目文が施され、口縁部は波頂部から垂

下する渦巻文、弧状文が隆線文によって施されている。頸部には隆帯が横走している。 

第128図2～3：口縁部被片である。隆線文・沈線文が施されている。文様構成は明らかでは

ない｡ 

第128図4～5：口縁部破片である。ともに内面上部に文様か施されている｡ 

第 128 図 6：口頸部はゆるやかに外反している。頸部隆帯には指頭状圧痕が連続して施され

ている｡ 

第128図7：浅鉢形土器である。口縁部には連弧状押圧縄文が施されている。 

 

第Ⅰｂ層（第2層）：第129図 

第129図1：胴部破片である。横位平行沈線文､交互刺突文が施されている。文様構成は明ら

かではない｡ 

第 129 図 2～4：口縁部破片である。2～3 は弧状ないしは渦巻状の隆線文と押圧縄文が施さ

れている。4は、口縁部に鍔状に張り出す隆帯がめぐり、2個1対の橋状把手が設けられている。

隆帯には巾広の指頭状圧痕が連続して施され、さらに縦位の押圧縄文が連続して加えられてい

る｡ 

 

ＣＭ87区 

 

第Ⅱ層上面（第6層上面）：第130図 

第130 図1～2：口縁部破片である。1は横位平行沈線文、2は弧状区画隆線文、押圧縄文が

施されている｡ 

第130図3：口縁部破片である。文様意匠は施されていない｡ 

第130図4：浅鉢形土器である。口縁は小波状を呈し、横位隆帯･「Ｃ」字状貼付文が配され

ている｡ 
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第Ⅰｄ層（第5層）：第131図～第132図 

第 131 図 1：口縁部破片である。細い粘土紐貼付文・半截竹管による連続刺突文が施されて

いる｡ 

第131 図2～4：口縁部～胴部破片である。2は弧状の隆線文・沈線文が施されている。4は

口縁上部に縦位短沈線文が連続施文され、口縁部に連弧状沈線文、三角形の彫去が施されてい

る｡ 

第131図5：口縁部破片である。横位平行押圧縄文が施文されている｡ 

第131図7：頸部がゆるい「く」字状にくびれ､口縁部がわずかに内弯しながら外傾する器形

である。口縁部には弧状の隆線文・沈線文が施されている｡ 

第131図6～8：押圧縄文が施されている。口縁部破片である｡ 

第 132 図 1：頸部がゆるやかに外反し､口縁部はわずかに内弯しながら外傾する器形である。

波頂部から垂下する懸垂隆線文間に連弧状隆線文が施されている｡ 

第132図2：口縁部破片である。横位隆帯上には、指頭状圧痕が連続して施されている｡ 

第132図3～4：頸胴部破片である。弧状の区画隆線文、沈線文が施されている。文様構成は

明らかではない。 

 

第Ⅰｃ層（第3層）：第133図 

第133図1：口縁部破片である。弧状の区画隆線文・押圧縄文が施されている｡ 

第133図2：胴部破片である。懸垂沈線文が施されている｡ 

第133図3：口縁部には鍔状に張り出す隆帯がめぐり橋状把手が設けられる｡ 

第133図4：口縁部が複合口縁状をなす無文土器である｡ 

第133図5：胴底部資料である。底面には網代痕が残されている｡ 

第133図6～7：浅鉢形土器である。6の口縁部には連弧状隆線文が施されている。 

 

第Ⅰｂ眉（第2層）：第134図 

第134図1：口縁部破片である。「 」字状貼付文の一部が施文されている｡ 

第134図2～4：口縁部～胴部破片である。口縁部には押圧縄文が施されている｡ 

第134図5：胴部破片である。区画隆線文と沈線文が施されている｡ 

 

第Ⅰａ層（第1層）：第135図～第136図 

第135 図1～6第136 図4，9～14：押圧縄文以外の文様が施される土器である。第135図2

は､波状縁を呈し､口縁上端には刻目文が連続して施され､口縁部には押引き文､三角形の彫去に 
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よる文様が構成されている。3にも押引き文が施されている。4～6は、隆線文や沈線文が施さ

れている土器である。第136図11～12は胴部破片で半截竹管による波状あるいは相対する弧状

の平行沈線文が描かれている｡ 

第 135 図 7～17，第 136 図 1～3，5～8：押圧縄文が施されている土器である。第135 図 15

は四波状縁で､対面する波頂部に「Ｓ」字状貼付文、「の」字状貼付文が施され、「Ｓ」字状貼

付文下には1対の橋状把手が設けられている。口縁部は区画隆線文と押圧縄文によって構成さ

れている。他は文様構成が明らかではない｡ 

 

ＣＮ87区 

 

第Ⅴｃ層（第5層）：第137図 

第 137 図 1：胴部から口縁部にかけてほぼ直立する器形である。口縁部上端には刻目文が施

されている。口縁部は無文で､ミガキ調整が施されている。頸部隆帯には斜位刻目文が加えられ

ている。胴部には、粗い縄文が施されている。 

 

第Ⅲ´層（第4層）：第138図～第140図 

第138図1：口縁部破片である。横位平行沈線文・押圧縄文間に交互刺突文が施されている｡ 

第138図2：頸部が鍵形に屈曲し､口縁部が内弯気味に直立する器形である。上面観の三角状

の突起が、口縁部上端4か所に貼付されている。突起下には垂下する「Ｙ」字状懸垂隆線文が

施され、その間を弧状隆線文が連結している。隆線に沿う沈線文・交互刺突文が施され、さら

に楕円形貼付文、三叉状押引き文が加えられている。胴部には懸垂文が配されている｡ 

第138 図3～8：口縁部～胴部破片である。3は半截竹管による連続刺突文と押圧縄文、4は

押圧縄文が施されている。5 は波状縁をなすものと思われ、懸垂・弧状の区画隆線文が施され

ている。6～8は弧状の区画隆線文と、押圧縄文によって文様が構成されている｡ 

第138図9～10：浅鉢形土器である。9は口縁部に半截竹管によって文様が構成されている。 

第139図1：頸部がゆるい「く」字状にくびれ､口縁部がわずかに内弯しながら外傾する器形

である。山形状の四波状を呈し、波頂部下には円形貼付文、縦位沈線文が施され、その間に連

弧状沈線文が配されている。口縁下部には半截竹管による横位平行沈線文・連続刺突文が施さ

れている｡ 

第139図2：頸部が「く」字状にくびれ､口縁部が短く外傾し、胴部が膨む器形である。胴上

部には、相対する弧状区画隆線文・渦巻状隆線文か流され、さらに隆線に沿って押圧縄文が加

えられている｡ 
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第139図3：頸部が「く」字状にくびれ､口縁部が短く外傾し、胴部がゆるやかに膨む器形で

ある。頸部には横位押圧縄文が配されている｡ 

第140図1：頸部が「く」字状にくびれ､口縁部が短く外傾し、胴部が膨む器形である。突起

をひとつもち、内外面に「の」字状の貼付文が付されている。胴部は結束羽状縄文が施されて

いる｡ 

第140図2～3：浅鉢形土器である。2の口縁部には6単位の「 」字状貼付文が付され、そ

の間には横位平行押圧縄文が施されている。胴部には、半截竹管による平行沈線文によって連

弧状文、円形文が描かれている。3は突起のつく波状縁を呈するものと思われる。 

 

第Ⅲ´層上面（第4層上面）：第141図～第142図 

第141図1：頸部でゆるやかに外反し、口縁が内弯する､キャリパー状の器形である。口縁上

部には、6 単位の「 」字状貼付文が付され、その間に横位平行押圧縄文が施されている。口

縁下部には、7単位の弧状隆線文が配され、さらに押圧縄文が施されている。胴部には5単位

の「Ｙ」字状懸垂隆線文、隆線に沿う沈線文、懸垂沈線文が施されている｡ 

第142図1～2：頸部がゆるい「く」字状にくびれる器形と思われる。1は隆線文・沈線文が

施されている。2 は頸部から垂下する渦巻状隆線文が施されさらに、半截竹管による平行沈線

文が加えられている｡ 

第142図3：浅鉢形土器である。口縁部には「 」字状区面隆線文が配され､下位の隆線上に

は縦位押圧縄文が連続して施されている｡ 

 

第Ⅱ´層（第3層）：第143図～第146図 

第143図1～8：口縁部～胴部破片で隆線文あるいは沈線文の施される土器である。文様構成

は明らかではない｡ 

第 143 図 9～12：口縁部破片で押圧縄文が施されている土器である。9 は弧状の区画隆線文

と渦巻状押圧縄文、10～12は横位平行押圧縄文か施されている｡ 

第144図1：頸部がゆるくくびれ、口縁部には横位平行押圧縄文が施されている。 

第144図2：頸部が「く」字状にくびれ､口縁部が内弯気味に外傾する器形である。四波状を

呈し、波頂部には刻目文が施され、叉状を呈している。弧状の隆線文によって区画され、区画

内には沈線文が施されている｡ 

第144図3：口縁部は内弯気味に外傾している。波頂部下には縦位貼付文が付され､口縁およ

び貼付文に沿って押圧縄文が施されている｡ 

第144図4：頸部が「く」字状にくびれ､口縁部が短く外傾し､胴部が膨む器形である。口縁 
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部には突起が付され、突起外面には「Ｓ」字状貼付文、突起内面には「の」字状貼付文が施さ

れている。頸部隆帯には指頭状圧痕が連続して施されている。胴部は、4 単位の馬蹄形状を呈

する隆線文によって区画され、さらに「Ｙ」字状懸垂隆線文・連弧状隆線文・「 」字状貼付

文が加えられている。これらの文様に沿って押圧縄文が施され、漏斗状の区画内には渦巻状押

圧縄文が施されている｡ 

第144図5～6：浅鉢形土器である。口縁部には「 」字状区画隆線文と横位平行押圧縄文が

施されている｡ 

第 145 図 1：頸部が「く」字状にくびれ口縁部が外傾する器形である。対面する突起の形状

は異なり「 」字状および縦位に貼付され､ともに指頭状圧痕が加えられている。口縁上部には

連弧状貼付文・連弧状押圧縄文が施され、口縁下部には連弧状押圧縄文・横位押圧縄文が施さ

れている｡ 

第145図2～12：口縁部～胴部の破片資料である。2～9は隆線文、押圧縄文、刺突文が施さ

れている。この中で、5 は口縁上部に連続して指頭状圧痕が施され、連弧状を呈し、その下に

横位平行沈線文、円形竹管による連続刺突文が施されている。他の文様構成は明らかではない。 
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10～12は、文様意匠が施されていない｡ 

第146図1：頸部が「く」字状にくびれ､口縁部は内弯しながら外傾し、胴部が円筒状を呈す

る器形である。口縁部は四波状を呈し、波頂部には「 」字状貼付文が付されている。口縁部 
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は弧状の隆線文・押圧縄文によって文様が構成されている。頸部隆帯には連続して指頭状圧痕

が施されている｡ 

第146図2：口縁部は複合口縁状を呈している。文様意匠は施されていない｡ 

第146図3：頸部が「く」字状にくびれ､口縁部が外傾する器形である。口縁部上端には指頭

状圧痕が連続して施されている。口縁部は、指頭による縦位のナデツケが施されてから縄文が

施文されている｡ 

第146図4：口縁部は複合口縁状を呈し、胴部がゆるく膨む器形である。無文である。 

 

第Ⅰｂ層（第2層）：第147図～第148図 

第 147 図 1～12：口縁部～胴部破片で押圧縄文以外の文様が施される土器である。文様構成

は明らかではない｡ 

第147図13～20，第148図1～9：口縁部～胴部破片で押圧縄文が施されている土器である。

13は相対する弧状・渦巻状の隆線文と押圧縄文が施されている。17～20は横位平行押圧縄文と

思われる。第148図1は､縦位楕円形状の隆線文の間に、弧状隆線文・押圧縄文が施されている。

口縁部下部には半截竹管による連続刺突文が加えられている。 

第147図21～22，第148図11：口縁部破片である。21は､三日月状を呈する突起が付されて

いる｡ 

第148図10：胴部破片である。「Ｙ」字状懸垂隆線文が施されている｡ 

第148図12～16：文様が施されない土器である。口縁部が複合口縁状から頸部がゆるい「く」

字状を呈する器形である｡ 

第148図17：頸胴部破片である。頸部には隆帯が設けられている。胴部地文は撚紋である。 

第148図18～19：浅鉢形土器である。無文｡ 

 

第Ⅰａ層（第1層）：第149図 

第149図1～9：口縁部～胴部の破片資料である。いずれも文様構成は明らかではない。沈線

文降線文・押圧縄文・刺突文が施されている｡ 

 

ＣＯ87区 

 

第Ⅴ層（第8層）：第150図 

第150図1～2：頸部がゆるやかに外反し、口縁部が肥厚して外傾する器形である。1の口縁

部には、弧状および、横位の区画沈線文か施されている。頸胴部には、半截竹管による平行沈

線文が配されている｡
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第Ⅴ層上面（第8層上面）：第151図 

第151図1：口縁部破片である。細い粘土紐の貼付によって文様が構成されている。 

第151図2～5：押圧縄文の施される土器である。2は頸部が「く」字状につよくくびれ、口

縁部が内弯するキャリパー状の器形である。弧状の区画隆線文・渦巻状隆線文・押圧縄文が口

縁部に施されている。5 は胴中位がゆるやかに膨む器形である。長方形状の区画押圧縄文・弧

状押圧縄文、渦巻状押圧縄文が配されている｡ 

第151図6：口縁部破片である。弧状の貼付文と沈線文が施されている｡ 

第151図7：口縁部破片である。波状縁を呈し､波頂部には螺旋状を呈する隆線が貼付されて

いる。渦巻状隆線文、連弧状貼付文、連弧状押圧縄文、区画隆線文、円形竹管文が施されてい

る｡ 

第151図8：口縁部は複合口縁状を呈している。文様意匠は施されていない｡ 

 

第Ⅱｆ層（第7層）：第152図 

第152図1～2：頸部がゆるやかに外反し、口縁部が肥厚して外傾する器形である。口縁部下

端には指頭状圧痕が連続して施されている。2 の胴部上半には半截竹管による平行沈線文が描

かれている。 

第152図3：口頸部破片である。細い粘土紐の貼付によって文様が施されている。 

第152図4～8：口縁部～胴部破片で、沈線文あるいは押引き文によって文様が構成される土

器である。4は横位平行沈線間に交互刺突が施されている。6は弧状、渦巻状の押引き文が施さ

れている｡ 

第152図9～10，12：口縁部に押圧縄文が施される土器である。12は胴部上半がゆるやかに

外反し､口縁部は複合口縁状を呈して外傾する器形である。口縁部上端には横位波状隆線文が貼

付されている｡ 

第152図11，13：文様意匠が施されない土器である｡11の口縁部は複合口縁状を呈している。 

第152図14～15：浅鉢形土器である。14には、横位平行押圧縄文が、施されている｡ 

 

第Ⅱｆ層上面（第7層上面）：第153図～第154図 

第153図1～4：胴部破片で区画隆線文・沈線文が施されている土器である｡ 

第153図5～6，第154図1：文様に押圧縄文が用いられている土器である。6は頸部が「く」

字状にくびれ、口縁部が内弯する器形である。楕円形状の区画内に押圧縄文が施されている。

第154図1は胴中位が最も膨む器形である。胴上部に6単位の長方形状区画が設けられ、各々、

相対する弧状文が隆線文によって施されている。隆線間には、押圧縄文が施されている。 
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第Ⅱｅ層（第6層）：第155図 

第155図1：頸部がゆるい「く」字状にくびれ､口縁部が外傾する器形である。弁状を呈する

波状縁で、弧状区画隆線文と沈線文から文様が構成されている｡ 

第 155 図 2：胴部から口縁部にかけて内弯する器形と思われる。胴部には横位平行隆線文が

施されている｡ 

第155図3，5：口縁部は複合口縁状を呈している。文様意匠が施されない土器である｡ 

第155図4：頸部が「く」字状にくびれ､口縁部が内弯しながら外傾する器形である。押圧縄

文による弧状文・渦巻文・三叉状文が口縁部に施されている｡ 

第 155 図 5：頸部が「く」字状にくびれ､口縁部が外傾する器形である。横位平行押圧縄文、

半截竹管による平行沈線文・連続刺突文が口縁部に施されている｡ 

 

第Ⅱｂ層（第5層）：第156図～第157図 

第156図1～5，12：口縁部～胴部破片で、文様構成に沈線文が用いられる土器である。1は

横位平行沈線文、2は「 」字状区画隆線文・沈線文が口縁部に施されている。3は弁状を呈す

る波状縁と思われる。4～5には弧状沈線文が施されている｡ 

第156図6：頸部が「く」字状にくびれ､口縁部が短く外傾する器形である。突起は「の」字

状を呈する渦巻文である｡ 

第156図7～11：口縁部～胴部破片で、文様構成に押圧縄文が用いられている土器である。7

～9は頸部が「く」字状にくびれ口縁部が内弯気味に外傾する器形である。7は相対する弧状隆

線文、押圧縄文が施されている｡ 

第156図13～14：文様意匠が施されない土器である。口縁部は複合口縁状を呈している。 

第 156 図 15：浅鉢形土器である。口縁部には中央に円形文をはさむ､「 」字状区画隆線文

が施され、区画内にはさらに、交互刺突帯が設けられている｡ 

第157図1：胴部破片である。半截竹管による平行沈線文によって文様が描かれ､縦位弧状あ

るいは縦位連弧状の文様が配されている。 

 

第Ⅱｂ層上面（第5層上面）：第158図 

第158図1：口縁部がゆるく外反する器形である｡横位平行押圧縄文が口縁部に施されている｡ 

第158図2：頸部がゆるい「く」字状にくびれ､口縁部がわずかに内弯しながら外傾する器形

である。無文｡ 

 162



 

 163



 

 164



 165

 

 165



 

 166



 

 167



 

 168



第Ⅱａ層（第4層）：第159図～第160図 

第159図1：胴部破片である。半截竹管による平行沈線文・連続刺突文が施されている｡ 

第 159 図 2：口縁部破片である。横位平行沈線文、縦位短沈線文、三角形の彫去が施されて

いる｡ 

第159図3：頸部が「く」字状につよくくびれ､口縁部は短く外傾している。文様は胴部に施

されている｡ 

第159図4：交互刺突帯を持つ浅鉢形土器である｡ 

第 159 図 5～10：口縁部～胴部破片で文様構成に押圧縄文が用いられている土器である。文

構成は明らかではない｡ 

第 160 図 1：浅鉢形土器である。口縁部には半截竹管による連続刺突文・横位平行押圧縄文

が施されている｡ 

 

第Ⅰｂ層（第3層）：第161図 

第161図1～2：弁状を呈する波状縁の口縁部破片と思われる。文様構成は明らかではない｡ 

第161図3：胴部破片である。「Ｙ」字状懸垂隆線文、沈線文が施されている。 

第161図4：口縁部～胴部破片である。隆線文・押圧縄文が施されている。 

第161図5：口縁部破片である。隆線文、刻目文、押圧縄文が施されている｡ 

 

第Ⅰa層（第2層・第1層）：第162図 

第162図1～7：口縁部～胴部破片である。隆線文・沈線文・押圧縄文・刺突文が施されてい

る。文様構成は明らかではない｡ 

 

ＣＰ87区 

 

第Ⅴ層（第7層）：第163図 

第163図1～7：頸部がゆるやかに外反し、口縁部が肥厚して外傾する器形である。口縁部に

1～2 は鋸歯状文、3～4 は長方形状の区画文が設けられている。また、6～7 は縦位刻目文が連

続して施されている。頸部には横位平行沈線文が施されている。 

第 163 図 8～12：頸部と胴下部にくびれ部をもつ器形と思われる。8 は胴上部に山形文と弧

状文が沈線文によって施されている。9～12の施文工具には半截竹管が用いられている｡ 

第163図13～15：文様意匠が施されない土器である。いずれも地文に縄文が施されている｡ 
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第Ⅴ～Ⅲｂ層（第7～6層）：第164図 

第164図1：口縁部は肥厚している。連弧状押圧縄文が施されている｡ 

第164図2：文様意匠が施されない土器である。縄文が施されている。 

第Ⅲｂ層（第6層）：第165図～第167図 

第 165 図 1：頸部がゆるい「く」字状にくびれ､口縁部は外傾し､胴部が膨む器形である。口

縁部は四波状を呈し、波頂部は曲玉状を呈している。口縁部・胴部ともに波頂部から垂下する

懸垂隆線文で大きく区画され、さらに弧状区画隆線文によって分割されている。区画文は隆線

文・沈線文・交互刺突文によって構成されている。胴部の区画内には菱形状、三叉状、弧状の

文様が押引き文によって施されている｡ 

第166図1：頸部が「く」字状にくびれ、口縁部が短く外傾し､胴部が膨む器形である。口縁

上端には粘土紐によって、4 単位小波状部がつくられている。頸部には「 」字状貼付文、胴

部には「Ｙ」字状懸垂隆線文が付され、これらの4単位の区画内に隆線に沿う弧状沈線文が配

されている｡ 

第 166 図 2：胴部から口縁部にむかってほぼ直線的に外傾する器形である。口縁部はわずか

に膨んでいる。口縁上端には粘土紐によって4単位の小波状部がつくられている。口縁部には

横位沈線文・山形状沈線文が施されている。頸部には4単位の円形貼付文と隆帯が設けられて

いる。胴部には2本1組の懸垂沈線文が配されている｡ 

第166図3：頸部がゆるい「く」字状にくびれ、口縁部が内弯しながら外傾する器形である。

口縁部は弁状を呈する四波状縁で、波頂部には刻目文が施されている。口縁部は波頂部・波底

部から垂下する懸垂沈線文によって8単位の区画に分割され、区画内には弧状あるいは連弧状

の沈線文が施されている。区画沈線文には連続刺突文が加えられている。地文は、結束羽状縄

文である｡ 

第167図1：口縁部破片である。半截竹管による連続刺突文が施されている。 

第167図2～4：口縁部～胴部破片である。横位平行沈線間に連続刺突文あるいは三角形の彫

去が施されている土器である。2 は頸部が「く」字状にくびれ、口縁部が内弯しながら外傾す

る器形である。口縁部には縦位の橋状把手が付され、その間に横位平行沈線文・半截竹管によ

る連続刺突文が施されている。頸部隆帯には弧状押引き文・三角形の彫去が加えられている｡ 

第167図5～6：文様が沈線文によって施されている土器である。6は弁状を呈する四波状縁

の口縁部破片と思われる｡ 

第167図7：口縁部が弁状を呈する土器である。波頂部に刻目文が施されている｡ 

第167図8～9：口縁部は複合口縁状を呈している。文様意匠の施されない土器である｡ 

第167図10：無文の浅鉢形土器である｡ 

 170



第Ⅲｂ～ａ層（第6～5層）：第168図 

第168図1～5：口縁部～胴部破片である。文様構成は明らかではない。隆線文や沈線文、刺

突文が施されている。 

第168図6：口縁部破片で文様意匠の施されない土器である。 

第168図7：無文の浅鉢形土器である｡ 

 

第Ⅲａ層（第5層）：第169図～第171図 

第169図1：頸部が「く」字状にくびれ、口縁部はわずかに内弯しながら外傾し､胴部が膨む

器形である。口縁上端には山形状の小突起が付されている。口縁上部と下部には、横位平行沈

線文が施され、上部はさらに交互刺突文が加えられている。横位平行沈線文間の口縁中央部に

は波状・渦巻状の押引き文が施されている。胴部は「Ｙ」字状懸垂隆線文によって4単位に区

画され、区画内には弧状隆線文によって分割されている。中央には渦巻状隆線文が配されてい

る。これらの隆線文に沿って沈線文が施され、頸部には交互刺突文が加えられている｡ 

第 169 図 2：胴部から口縁部にむかってほぼ直線的に外傾する器形である。口縁上端には 4

単位の小波状部が配られている。口縁部は4単位の楕円形状隆線文が施され､区画内部には沈線

文が施されている。胴部は4単位の懸垂沈線文が施されている｡ 

第169図3～5，第170図1～2：文様意匠の施されない土器である。1～3は口縁部が複合口

縁状あるいは、頸部がゆるい「く」字状を呈する器形である。いずれも縄文結節文が地文とし

て施されている。5の頸部には4単位の円形貼付文が付されている。第170図1～2は頸部が「く」

字状にくびれる器形である。2の胴部中央にはゆるいくびれ部が設けられている。無文｡ 

第170図3～10：口縁部～胴部破片で、主として沈線文、半截竹管文の施される土器である。

文様構成は明らかではない｡ 

第170図11～16・第171図1～8：口縁部～胴部破片で､沈線文単独あるいは区画隆線文・沈

線文が施される土器である。第170図11は胴部から口縁部にむかって直線的に外傾する器形で

ある。胴部に長方形状の区画隆線文・沈線文が施され、さらに三角形の彫去が交互に加えられ

ている。12は胴上部に鋸歯状の沈線文が施されている。13は､頸部が「く」字状にくびれ､口縁

部が外傾する器形である。口縁部・胴部に縦位隆線文が貼付されている。14～16，第 171 図 1

～4 は口縁部が弁状の波状縁を呈する器形と思われる。隆線文のみによって文様が構成される

もの､隆線文・沈線文が施されるもの､沈線文のみで構成されるものがある。第171図8は胴部

から口縁部にむかって直線的に外傾する器形である。口縁部には「 」字状貼付文が付されて

いる。胴部は、縦位の沈線文が施され､胴部中央に位置すると思われる円形文で､弧状に折り返

している。第171図7～8は区画隆線文・沈線文が施されている。 
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第171図9～16：文様意匠の施されない土器である｡器形としては口縁部が複合口縁状をなす

ものから、頸部がゆるい「く」字状にくびれるものまでが認められる｡ 

第171図17：浅鉢形土器である。頸部には横位隆帯が施されている｡ 

 

第Ⅲａ層上面（第5層上面）：第172図～第173図 

第172図1：頸部がゆるい「く」字状にくびれ､口縁部は内弯気味に直立する器形である。口

縁上端には4単位の小波状部が設けられている。口縁部は小波状部下に「 」状の沈線文が施

され、その間にほぼ正方形状を呈する2つの区画が沈線文によって施されている。区画内には

弧状沈線文が施されている｡ 

第172図2：頸部がゆるい「く」字状にくびれ､口縁部が短く外傾する器形である。口縁部は

2個1対の山形状突起が4単位施され、各々貫通孔が配されている｡ 

第172図3：浅鉢形土器である。口縁上端には突起が1つ付され､内面に「の」字状貼付文が

加えられている。口縁部は「 」字状区画隆線文が配されている｡ 

第 172 図 4～7：頸部がゆるい「く」字状にくびれ､口縁部が外傾する器形と思われる。弧状

の区画沈線文が施されている。5～6は弁状の波状縁を呈するものと思われる｡ 

第172図8～10・第173図1：頸部が「く」字状にくびれ､口縁部が短く外傾し胴部が膨む器

形と思われる。主文様帯は胴部に構成され、弧状の区画文が構成されている。 

第173図2～8：文様意匠が施されない土器である。器形としては口縁部が複合口縁状あるい

は頸部が「く」字状にくびれるものが認められる｡ 

 

第Ⅲａ～Ⅱｅ層（第5～4層）：第174図 

第174図1～2：口縁部破片である。1は横位平行沈線文、横位隆帯、刻目文が施されている｡ 

第174図3：浅鉢形土器である。口縁部には円環状の貼付文､横位平行押圧縄文が施されてい

る｡ 

 

第Ⅱｅ層（第4層）：第175図～第176図 

第175図1：胴部破片である。半截竹管による平行沈線文が施されている｡ 

第175 図2～3：口縁部破片である。2は横位沈線文・斜位短沈線文、3は半截竹管による横

位平行沈線文・連続刺突文が施されている｡ 

第 176 図 1：口頸部破片である。口縁部には横位隆線文、横位平行押圧縄文、頸部には円形

竹管文が施されている｡ 

第176図2～6：頸部がゆるい「く」字状にくびれ､口縁部がわずかに内弯しながら外傾する 

 172



 173



 174



 175



 

 176



 

 177



 

 178



 

 179



 

 180



 

 181



 

 182



 

 183



 

 184



器形と思われる。文様帯が口縁部に構成され、隆線文や沈線文が施されている｡ 

第176図8：胴部破片である。弧状の沈線文が施されている｡ 

第 176 図 9～10：口縁部破片である。9 は横位押圧縄文の上下に縦位押圧縄文が連続して施

されている。10は半截竹管による連続刺突が施されている｡ 

第176図11～18：文様意匠が施されない土器である｡器形としては､口縁部が複合口縁状を呈

するものから頸部がゆるい「く」字状にくびれるものまでが認められる｡ 

第176図7：浅鉢形土器である｡ 

 

第Ⅱｂ層（第3層）：第177図 

第177図1～12，15，19：口縁部～胴部破片で隆線文や沈線文､刺突文によって文様が施され

ている土器である。文様構成は明らかではない｡ 

第 177 図 13～14，16～18：口縁部～胴部破片で押圧縄文が施されているものである｡文様構

成は明らかではない｡ 

第177図19～26：文様意匠の施されない土器である｡ 

 

第Ⅱａ層（第2層）：第178図1～20 

第 178 図 1～20：口縁部～胴部破片である。文様構成はいずれも明らかではない。隆線文､

沈線文、押圧縄文、刺突文などが認められる｡ 

 

第Ⅰａ層（第1層）：第178図21～25 

第 178 図 21～25：口縁部～胴部破片である。文様構成はいずれも明らかではない。隆線文､

沈線文、押圧縄文が施されている｡ 

 

ＣＱ87区 

 

第Ⅴａ層（第6層）：第179図2～8 

第179図2～6：頸部がゆるやかに外反し、口縁が肥厚して外傾する器形である。2は口縁部

に弧状沈線文が施されている。4は半截竹管による平行沈線文によって山形文が描かれている。

3，5～6は胴部破片で、半截竹管による平行沈線文が施されている｡ 

第179図7～8：頸部がゆるやかに外反し、口縁部が肥厚して外傾する器形である。口縁部は

無文である｡ 
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第Ⅴａ層上面（第6層上面）：第179図1・第180図1 

第179図1：頸部がゆるやかに外反し､口縁部が肥厚して外傾する器形である。口縁部は四波

状を呈し、渦巻文・波状文が描かれている。頸部には半截竹管による横位平行沈線文が施され

ている｡ 

第 180 図 1：頸部が「く」字状にくびれ、口縁部は外傾し、胴部が膨む器形である。口縁部

には半截竹管による横位平行押引き文が施されている。頸部隆帯には三角形の彫去が連続して

加えられ､胴上部には半截竹管による押引き文によって山形文､渦巻文､鋸歯状文が配されてい

る｡ 

 

第Ⅲｃ層（第5層）：第181図 

第181図1～3：口縁部破片である。1は口縁部下端に三角形の彫去が連続して施されている。

2は口縁部に横位平行沈線文が施され、頸部には隆帯が設けられている。3は無文である。 

 

第Ⅲｂ層（第4層）：第182図～第183図 

第182図1：口縁部破片である。平行沈線文間に半截竹管による連続刺突文が施されている｡ 

第182図2：頸部が「く」字状にくびれ､口縁部がわずかに内弯しながら外傾する器形である。

口縁部には橋状把手の剥落痕がみられる｡ 

第182図3：頸部が「く」字状にくびれ､口縁部が短く内弯気味に外傾している。口縁部には

「 」字状区画隆線文、胴部には「Ｙ」字状区画隆線文が施され、隆線に沿って沈線文が配さ

れている｡ 

第182図4～5，第183図1：頸部が「く」字状にくびれ､口縁部が外傾する器形と思われる。

口縁部は弁状を呈する四波状縁と思われる。 

第183図2～7：文様意匠が施されない土器である。器形としては口縁部が複合口縁状をなす

ものから頸部がゆるい「く」字状をなすものまでが認められる。口縁上端には小波状部あるい

は突起が貼付されたものもみられる｡ 

 

第Ⅲａ層（第3層）：第184図 

第184図1～2：口縁部破片である。1は山形状の沈線文と円形竹管文が施されている。 

 

第Ⅱｂ層（第1層）：第185図 

第185図1～6：口縁部～胴部破片である。1は口縁部に隆線文、山形状沈線文が施されてい

る。6は隆線文、押圧縄文が施されている｡ 
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（5）61列（ＣＭ61区・ＣＮ61区） 
 

東側最南部の遺物包含層である。9㎡程の狭い範囲に1層のみ確認された。 

 

ＣＭ61区 

第2層：第186図 

第186図1～5，10：口縁部破片で、文様が施される土器である。文様構成は明らかではない

が、2は半截竹管による方形状の区画文と三角形の彫去、10は半截竹管による縦位平行沈線文

が施されている｡ 

第186図7：頸部が「く」字状にくびれ､口縁部が外傾する器形である。胴部はゆるやかに膨

む形状である。口縁部の形状は波状をなし、波頂部に「Ｃ」字状を呈する貼付文が付されてい

る。口縁部上端､「Ｃ」字状貼付文、頸部隆帯上に刻目文が施され、その間に「ハ」字状短沈線

文がめぐっている。胴部地文には結節文が縦走している｡ 

第 186 図 9：胴部から口縁部にかけて、ほぼ直線的に外傾する器形である。指頭状圧痕が施

される頸部隆帯から「Ｙ」字状貼付文が小さく垂下している｡ 

第 186 図 11～12：胴部破片である。半截竹管によって文様が構成されている。11 の縦位隆

線文上には押圧縄文が連続して施されている｡ 

第186図6，8：文様の施されない土器である｡ 

 

ＣＮ61区 

第2・3層：第187図 

第187図1～6：口縁部から胴部資料で文様に押圧縄文の施される土器である。1は胴部から

口縁部にかけて内弯し、口縁部に「 」字状の区画隆線文と「Ｃ」字状の押圧縄文が施されて

いる。5は､口縁部に「 」字状区画隆線文・相対する弧状をなす区画隆線文・渦巻状隆線文・

隆線に沿う押圧縄文が施されている。6は、胴部に弧状区画隆線文と押圧縄文が施されている。 

第187図7：胴部破片である。半截竹管による弧状平行沈線文が描かれている。 
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（6）67列（ＣＭ67区） 
 

ＣＭ67区 

第1層：第188図 

第188図1：口縁部破片である。口縁に沿う平行沈線文・波状押引き文が施されている｡ 

第188図2：口縁部は複合口縁状を呈している。胴部地文に縄文結節文が施されている｡ 

第188図3：頸胴部破片である。頸部に橋状部が配されている｡ 
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（7）68列（ＣＭ68区） 
 

ＣＭ68区：第189図 

 

第2層上面：第189図1 

第189図1：旧表土にくいこんで発見された。1981年度土壙233埋土と接合関係がみられる。

頸部がゆるやかにくびれ、胴部がふくらむ器形である。地文に縄文が施文してから、横位鋸歯

状・山形状・菱形状の粘土紐が貼付されている｡ 

 

第1層：第189図2～11 

第189図2～3：波状縁を呈する口縁部破片である。地文に1は撚糸文、2は縄文が施されて

いる｡ 

第 189 図 5：口縁部が直立し、胴部がゆるやかにすぼむ器形と思われる。複合口縁部と頸部

隆帯が設けられ、半截竹管によって文様が構成されている｡ 

第189図10：口縁部上半が内傾する器形と思われる。横位平行沈線文、交互刺突文、連弧状

沈線文が施されている｡ 

第189図4、6～9、11：地文のみの土器である。4は口縁部が肥厚している｡ 

 

（8）69列（ＣＭ69区） 
 

ＣＭ69区 

 

第5層：第190図 

第 190 図 1～3：口縁部が肥厚して外傾する器形である。口縁部には沈線文が施されている。

3の頸胴部には、横位隆帯・平行沈線文が施されている｡ 

第190図4：口縁部破片である。半截竹管による押引き文が施されている｡ 

第190図5～7：文様意匠の施されない土器である。5～6は頸部がゆるくくびれ、7は口縁部

が複合口縁状を呈している｡ 

 

第4層：第191図 

第191図1～2：文様意匠の施されない土器である。1は口縁部上端に山形状の小突起が付さ 
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れている｡ 

第191図3～5：頸胴部破片である。沈線文、半截竹管による平行沈線文が施されている｡ 

第 191 図 6：器形は口縁部中位から強く内傾している。半截竹管による平行沈線文・連続刺

突文が横位に展開し､その間に縦位細沈線文と相対する三角形の彫去が組みあわされている｡口

縁下半部には、縄文結節文が横位回転によって施されている｡ 
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第3層：第192図、第193図1～7 

第192図1～3：口縁部は肥厚して外傾し、沈線文が施されている｡ 

第192図4～5：胴部破片である。5は三角形状の沈線文、三角形の刺突文、三角形の彫去が

施されている｡ 

第192図6：頸部が「く」字状にくびれ､口縁部が外傾する器形である。地文として結束羽状

縄文が施されている｡ 

第193図1～5、7：口縁部～胴部破片である。文様構成は明らかではない。沈線文や刺突文、

隆線文が施されている｡ 

第193図6：文様意匠の施されない土器である｡ 

 

第3層上面：第193図8～19、第194図 

第193図8～9：口縁部が肥厚して外傾する器形と思われる。口縁部に文様が施されている｡ 

第193図10～11：頸部がゆるい「く」字状にくびれる器形と思われる。地文として縄文が施

されている｡ 

第193図12、14～19：口縁部～胴部破片で沈線文や刺突文が施される土器である｡ 

第193図13：胴部から口縁部にかけてほぼ直線的に外傾する器形である。口縁部は複合口縁

状を呈している｡ 

第 194 図 1：胴部から口縁部にかけて、ゆるやかに外傾し、口縁上部と胴下部において若干

反する器形である。口縁部には円環状突起が2つ貼付されている。頸部の4か所には､縦位橋状

把手が設けられ、横位平行沈線文が描かれている。胴部は、区画隆線文と、区画に沿う平行沈

線文が描かれ、隅の部分に彫去が加えられている。地文は縄文である。 

 

第2層：第195図、第196図1～2 

第195図1～3：口縁部は外傾すると思われる。沈線文・刺突文が施されている｡ 

第195図4、第196図1～2：頸部がゆるい「く」字状にくびれる器形である。文様意匠は施

されていない｡ 

 

第1層：第196図3～13 

第 196 図 3～13：口縁部～胴部破片である。いずれも文様構成は明らかではない。3 は細い

粘土紐貼付文、4～9は沈線文・刺突文、13は横位平行沈線文が施されている｡ 
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（9）70列（ＣＬ70区・ＣＭ70区・ＣＮ70区） 
 

ＣＬ70区 

 

第6層：第197図～第198図 

第197図1～2：頸部がゆるい「く」字状にくびれる器形と思われる。渦巻状の文様が、1は

沈線文によって、2は粘土紐貼付文によって施されている｡ 

第197図3：口縁部は内弯している。横位平行沈線文・押引き文が施されている｡ 

第197図4：1981年度ピット20埋土と接合関係がみられる。頸部が「く」字状にくびれ､口

縁部は外傾し、胴部が膨む器形である。口縁部と胴上部に文様帯が設けられ､各々半截竹管によ

って施文されている｡ 
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第197図5～7：胴部破片である。5、7は押引き文、6は円形貼付文が施されている｡ 

第 197 図 8、9：頸部が強くくびれる器形である。鋸歯状に細い粘土紐が貼付されている。8

は頸部に橋状部が設けられている｡ 

第197図10：胴部破片である。半截竹管による平行沈線文が施されている。地文として縦位

条線文が施されている｡ 

第 197 図 11：口縁部破片である。口縁部上端に刻目文､胴部に半截竹管による平行沈線文が

施されている｡ 
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第198図2～4、12：口縁部が外傾する器形である。口縁部に文様が構成されている。2は横

位平行沈線文・交互刺突文、3は横位平行沈線文、4は横位平行押圧縄文、12 は横位平行粘土

紐貼付文が施されている｡ 

第198図1、5～11：口縁部破片である。文様意匠の施されない土器である｡ 

 

第5層：第199図 

第199図1：口縁部は肥厚し短く外傾している。半截竹管による文様が胴部に施されている。 

第199図2～7：沈線文、刺突文が施されている破片である。6の口縁部には横位の押圧縄文

が施されている｡ 

第199図8～12：口縁部破片である。文様意匠は施されていない｡ 

第199図13：上面観が楕円形とした浅鉢形土器である。波頂部は小波状を呈し、縦位刻目文

が施されている｡ 

 

第4層：第200図 

第 200 図 1：口縁部から胴部にかけて直線的に外傾する器形である。口縁部には小突起が付

され、胴部地文は縄文結節文である｡ 

第200図2：胴部被片である。沈線文・刺突文が施されている。 

第200図3、4：口縁部に縄文が施される。浅鉢形土器である。胴部にはミガキ調整が施され

ている｡ 

 

第3層：第201図 

第201図1～2：胴部破片である。弧状・山形状に粘土紐が貼付され、半截竹管による押引き

文が加えられている｡ 

第201図3～11：口縁部～胴部破片である。隆線文、沈線文が施されている。10は胴部に文

様帯が構成されている｡ 

第201図12～17：口縁部破片である。いずれも口縁部は外傾している。文様意匠は施されて

いない｡ 

 

第2層：第202図、第203図1～2 

第202図1：頸部が「く」字状にくびれ、口縁部はわずかに内弯しながら外傾し､胴部が膨む

器形である。口縁部の形状は、4単位の弁状を呈する波状縁である｡ 

第202図2～3、5～6：破片資料である。2は弧状区画沈線文が施されている。3は内面に 
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波状隆線文が施されている。5は指頭状圧痕を連続して施した後に、縄文結節文を施している。

6は頸部隆帯下に文様が描かれている｡ 

第202図4：頸部が「く」字状にくびれ、口縁部は短く外傾し､胴上位でわずかに膨む器形で

ある。胴部に懸垂沈線文・弧状沈線文が施されている｡ 

第203図1：胴部破片である。連弧状隆線文が貼付されている｡ 

第203図2：胴底部資料である｡ 

 

第1層：第203図3～5 

第203図3～4：口縁部破片である。3は隆線文、沈線文、三角形の彫去、4は連弧状貼付文､

押圧縄文が施されている｡ 

第 203 図 5：胴部から口縁部にかけてほぼ直線的に外傾する器形である。地文として縄文が

施されている｡ 
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ＣＭ70区 

 

第6層：第205図 

第 205 図 1：胴中位からゆるやかに内弯する深鉢形土器である。複合する口縁部には一部鋸

歯状を呈する横位沈線文が施されている。胴上部には、長方形状の区画文と弧状沈線文が組み

あって施されている。地文は縄文である｡ 

 209



第205図2：口縁部破片である。楕円形状の沈線文が描かれている｡ 

第205図3：胴部資料である。半截竹管による平行沈線文が幾何学的に配されている｡ 

第205図4～5：ともに同様の器形と思われる。4は口縁部下端に指頭状圧痕が連続して施さ

れ、胴部は地文として縄文が施されている。5 は、口縁部下端に半截竹管による連続刺突文が

施され、胴部は横位の条線文が施されている｡ 

 

第5層：第206図1 

第206図1：頸部がわずかにくびれ、口縁部は外傾し､胴部が直線的にすぼむ器形と思われる。

頸部隆帯及び胴中部に「 」字状区画隆線文が配されている。隆線に沿って沈線文、鋸歯状沈

線文が描かれている。胴部地文として縄文が施されている。 

 

第4層：第206図2～14、第207図 

第206図2：胴部破片である。半截竹管による押引き文が施されている｡ 

第206図3～4：頸部がわずかにくびれる器形と思われる。3は口縁部に半截竹管による横位

平行沈線文と縦位短沈線文が配され、頸部には隆帯が付されている。4 は口縁部に「ハ」字状

短枕線文が描かれている｡ 

第206図5～7：口縁部破片である。文様意匠の施されない土器である｡ 

第206図8：胴部破片である。半截竹管による平行沈線で渦巻文が描かれている｡ 

第 206 図 9～11：口縁部が外傾し、内面上端は凸帯状に肥厚している。9 は円形竹管による

連続刺突文、10～11は沈線文によって文様が施されている｡ 

第206図12～14、第207図1～3：文様意匠が施されない土器である｡ 

第207図4：底部資料である。胴部には懸垂隆線文が貼付されている｡ 

 

第3層：第208図 

第 208 図 1：口縁部破片である。口縁部下端に三角形の彫去が施されている。胴部に文様帯

が構成されている｡ 

第 208 図 2：頸部がわずかにすぼむ器形である。口縁部上端に刻目文が施されている。胴部

には縄文結節文が施されている｡ 

第208図3～6：口縁部が外傾する器形と思われる。沈線文や刺突文、刻目文が施されている。

6は内面にも口縁部に沿って沈線文が施されている｡ 

第208図7～10、12：文様意匠が施されない土器である｡ 

第208図11、13～15：隆線文､沈線文によって文様が施されている。14は横位平行押圧縄文 
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が施されている｡ 

第208図16：無文の浅鉢形土器である｡ 

 

第2層：第209図1～4 

第209図1～2：頸部が「く」字状にくびれる器形と思われる。半截竹管による平行沈線文が

施されている｡ 

第209図3：胴部破片である。渦巻状の沈線文と短沈線文が施されている｡ 

第209図4：無文の深鉢形土器である｡ 

 

第1層：第209図5～15 

第 209 図 5～15：口縁部～胴部破片である。いずれも文様構成は明らかではない。隆線文や

沈線文、刺突文、押圧縄文が施されている｡ 

 

ＣＮ70区 

 

第3層：第210図1～3 

第210図1～3：口縁部破片である。1～2は、わずかに内弯しながら外傾する器形である。1

は横位沈線文と格子目状沈線文が施されている。2 は口縁部上端に刻目文が施されている。3

はゆるやかに内弯する器形である。口縁部上端には刻目文が施されている｡ 

 

第2層：第210図4～6 

第210図4：口縁部が肥厚して外傾する器形である｡口縁部は沈線文と刺突文が施されている。 

第 210 図 5：口縁部から胴部にかけて、ほぼ直線的に外傾する器形である。刺突文が施され

ている｡ 

第210図6：底部資料である｡ 

 

第1層：第210図7～9 

第210図7～9：口縁部～胴部破片である。7は沈線文によって文様が描かれている｡ 

第210図8：口縁部が外傾する器形である。隆線文が貼付されている｡ 

第 210 図 9：頸部がゆるくくびれる器形である。交互刺突文とともに縦位の押圧縄文が施さ

れている｡ 
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（10）71列（ＣＬ71区・ＣＭ71区・ＣＮ71区） 
 

ＣＬ71区 

 

第9層：第211図1～6 

第211図1：口縁部が肥厚して外傾する器形である｡口縁部には弧状の沈線文が描かれている。 

第211図2、6：口縁部がゆるやかに外反する器形である。2は半截竹管によって山形状の文

様が描かれている｡ 

第 211 図 3：口縁部がわずかに内弯しながら外傾する器形である。細い粘土紐によって文様

が構成されている｡ 

第211図4：胴部破片である。半截竹管によって文様が描かれ、彫去が施されている｡ 

第211図5：頸部が「く」字状にくびれ、口縁部が外傾する器形である｡ 

 

第8層：第211図7～14、第212図 

第211図7～9：頸部が「く」字状にくびれ、口縁部が肥厚する器形と思われる。7は隆線上

に半截竹管による押引き文が、8・9は平行沈線文が施されている｡ 

第 211 図 10～11：頸部が「く」字状にくびれる器形と思われる。平行沈線文間に､梯子状に

短沈線文が描かれている｡ 

第211図12～14：文様意匠が施されない土器である｡ 

第212図1～2：頸部がすぼみ、口縁部が短く外反する器形である。頸胴部に隆線文、沈線文

によって文様が施されている｡ 

第 212 図 3：頸部がゆるやかにくびれる器形と思われる。隆線文・沈線文によって文様が施

されている｡ 

 

第7層：第213図 

第213図1～6：口縁部が肥厚し、頸部がゆるやかに外反する器形と思われる。沈線文・連続

刺突文によって文様が描かれている｡ 

第213図7～8：口縁部が内弯しながら外傾し、頸部が強くくびれる器形である。8は頸部に

橋状把手が配されている｡ 

第 213 図 9～10：口縁部から胴部にかけて直線的に外傾する器形である。頸部には隆帯が設

けられている｡ 
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第213図11～14、19～20：文様意匠が施されない土器である。口縁部は外傾している。 

第213図15～18：隆線文､沈線文によって文様が施されている。15は口縁部が外傾する器形

である。18の口縁上部は内弯している。 
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第6層：グリット北部にのみ認められた遺物を含まない粘土層である。ＣＬ72区では明確

に確認できず面的にはひろがらない｡ 

 

第5層：第214図 

第214図1：口縁部破片で、鋸歯状沈線文と縦位沈線文が施されている｡ 

第 214 図 2、4～6：文様意匠が施されない土器である。5 は、頸部がゆるくくびれる器形で

ある。6は、口縁部が複合口縁状を呈している｡ 

第214図3、7～8：口縁部が外傾する器形と思われる。隆線文、沈線文が施されている。 

第214図9～10：頸部が「く」字状にくびれる器形である。隆線文､押圧縄文が施されている。 

 

第4層：第215図 

第215図1：口縁部が肥厚し外傾する器形である。口縁部には縦横の沈線文が施されている｡ 

第215図2：頸部がゆるい「く」字状にくびれる器形である｡ 

第215図3：口縁部破片である。上端に刻目文が施されている｡ 

第 215 図 4：頸部が「く」字状にくびれる器形である。頸部隆帯の上下に沈線文と刺突文が

施されている｡ 

第215図5～9：頸部がくびれる器形である。文様意匠は施されていない｡ 

 

第3層：第216図 

第216図1～6：口縁部破片である。文様構成は明らかではない。粘土紐貼付文や沈線文など

が施されている｡ 

第216図7～8、12～13、15：文様意匠が施されない土器である。7は頸部に刺突文が、12・

15は頸部に沈線文が各々施されている｡ 

第216図11：口縁部破片で、刺突文が口縁上部に施されている｡ 

第216図10、14：頸部が「く」字状にくびれる器形と思われる。口縁部は区画隆線文と沈線

文によって構成されている｡ 

第216図16：頸部が｢く｣字状にくびれる器形である。口縁部は横位押圧縄文が施されている｡ 

第216図17：胴部破片である。隆線文と沈線文によって文様が施されている｡ 

 

第2層：第217図1～6 

第217図1～6：口縁部～胴部破片である。いずれも文様構成は明らかではない。沈線文や押

圧縄文、隆線文などが施されている｡ 
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